
ブレーカーを
落とす

ドアを
開ける

火を消す

　丈夫なテーブルの下等の、物が「落ちてこない・
倒れてこない・移動してこない」空間に身を寄せ、
最優先で身を守る。

１ 地震が発生したら

◦�火の元を確認する
◦�窓やドアを開けて、避難出口を確保する
◦�家族や建て物の安全を確認する

２ 大きな揺れが収まったら

３ 自分や家族の安全が確認できたら
　近隣で安否確認を行
い、地域で協力して初期
消火や救出・救護を行う。
▶�災害時安否確認シール
　�無事であった世帯が、地震
発生後に玄関等に貼るこ
とで、安否確認と救助活動
を迅速に行うことができ
ます

避難者カード（提出用） 

町会名等  

避難先 避難所（       ）／自宅避難／知人宅等 

ふりがな  性別 

氏名  男 ・ 女 

生年月日 
明／大／昭／平 

年    月    日 （    歳） 

住所 
（避難先住所：                            ） 

電話番号 
【携帯：          】 

（避難先の電話番号：                         ） 

必要な支援の内容 

１．音声や手話を利用し情報を伝えて欲しい  

２．薬や医療器具の使用に関する配慮が必要 
３．介護や介助を行って欲しい 
４．その他 
（具体的に：            ） 

みまもり名簿搭載の有無 

有 ・ 無 

その他特記事項  

 

避難者カード（記入例） 

町会名等 荒 川 町 会 

避難先 

避難先に○をして下さい 
避難所（荒川第９小学校）／自宅避難／知人宅等 

ふりがな  あらかわ たろう 性別 

氏名 荒川  太郎 男 ・ 女 

生年月日 
明／大／昭／平 

２３年   ９月   １日 （ ６５ 歳） 

住所 
荒川区荒川９－●―●―△△（自宅の住所を記入してください） 
（避難先住所：知人宅等の避難先の住所を記入してください       ） 

電話番号 
０３－３８０２－●●●● 【携帯：090-1234-5678  】 
（避難先の電話番号：知人宅等の避難先の電話番号を記入してください  ） 

必要な支援の内容
あてはまるものに 

○をして下さい。 

１．音声や手話を利用し情報を伝えて欲しい  

２．薬や医療器具の使用に関する配慮が必要 
３．介護や介助を行って欲しい 
４．その他 
（具体的に：            ） 

み ま も り 名 簿搭載の有無 

有 ・ 無 

その他特記事項 特に知らせたほうがよい内容を自由に記載して下さい。 
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介
護
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障
害
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持
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方
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切
り
取
っ
て
下
さ
い
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介 障 

４ 避難が
必要になったら

▶�避難者カード
　�あらかじめ記入しておき、避難
所に持参してください

　家を離れる必要がある場合
は、ブレーカーを落とし、戸
締りをしてから避難する。

　区では、３月11日の東日本大震災５周年追悼式（政府主催）当日に、区役所本庁舎等に半旗を
掲揚し、地震発生時刻（午後２時46分）に合わせ１分間の黙とうを行い、哀悼の意を表します。
　皆様のご協力をお願いします。� ［問合せ］総務企画課　☎内線２２１１

東日本大震災５周年追悼式
当日の弔意について

※�災害時安否確認シール・避難者カードは、防
災センター２階・防災課、各区民事務所で配
布しています

　大地震等の災害に対応するため
には、落ち着いた適切な行動と、
備蓄品等の準備が重要です。
　自分や家族の身を守るため、も
う一度地震への備えを見直しまし
ょう。�

防災課 ☎内線４９２
問合せ

備
え

震
の

地も
う
一
度
見
直
し
て
く
だ
さ
い

東日本大震災から５年

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
多
く
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
、
甚
大
な
被
害
が

生
じ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
今

な
お
避
難
生
活
を
送
っ
て
お
ら

れ
る
多
く
の
方
に
、
改
め
て
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
区
の

交
流
都
市
で
あ
る
岩
手
県
釜
石

市
の
小
・
中
学
校
児
童
・
生
徒

が
即
座
に
避
難
し
、「
釜
石
の

奇
跡
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
津
波
か
ら
の
避
難
訓
練

を
８
年
間
続
け
て
き
た
成
果
で

あ
り
、
訓
練
の
大
切
さ
を
示
し

た
教
訓
と
言
え
ま
す
。

　
区
で
は
今
年
度
か
ら
、
全
て

の
区
立
中
学
校
に
防
災
部
を
設

置
し
、
防
災
に
対
す
る
判
断
力

や
行
動
力
に
優
れ
た
防
災
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。
地
域
に
お
け
る
避

難
所
開
設
・
運
営
訓
練
や
永
久

水
利
を
活
用
し
た
送
水
訓
練
へ

の
参
加
、
釜
石
市
等
の
被
災
地

訪
問
、
中
学
生
防
災
対
策
会
議

の
開
催
、
あ
ら
Ｂぼ

うＯ
Ｓ

さ

Ａ
Ｉい

２

０
１
６
の
運
営
等
、「
助
け
ら

れ
る
人
か
ら
助
け
る
人
へ
」
を

合
言
葉
に
着
々
と
成
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

　
区
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
災
害
時
の
食
料
備
蓄
や

避
難
方
法
の
確
認
等
、
日
頃
の

備
え
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
忘
れ
ず
に
区
民
の

皆
様
と
と
も
に
職
員
一
丸
と
な

っ
て
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。　

▶東日本大震災の教訓を忘れずに

荒川区長・特別区長会会長

西
に し か わ

川 太
た い い ち ろ う

一郎

平成28年
3月11日
No.1549

主 な 内 容

４面◆�女性の更年期　変化する体と
　　　健康維持の秘けつ

２面◆�今できる　地震への対策

荒 川 区 ☎（3802）3111 http://www.city.arakawa.tokyo.jp/ http://www.city.arakawa.tokyo.jp/keitai/FAX（3802）6262

３月18日に荒川区の教育特集号を発行します


